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１．はじめに 

 

安全かつ快適に高速道路を利用するためには，高速道

路利用者への的確な道路交通情報の提供が必要１）であ

る．道路事業者にとっても，個々のドライバーが安全か

つ快適に道路を利用するための情報を提供することは，

渋滞対策や高速道路の利用促進にも効果がある． 

しかしながら，道路上での道路交通情報の提供には制

約が大きく，個々の利用者の情報ニーズは千差万別であ

るため，利用者に対するきめ細かい配慮を前提とした最

適な道路交通情報の生成と配信方法が必要である． 

情報提供は，ドライバーに対して，タイミング良く，

必要とする情報のみを的確にフィルタリングし，かつ認

識しやすい情報形態で提供することが望まれる． 

そこで効果的な情報サービスの実現を目指して，経路

選択や移動開始時間の意思決定にあたり重要な情報であ

る渋滞状況や工事規制情報をドライバーに提供するため，

携帯電話のメール配信機能を使ったプッシュ型情報サー

ビスを構築し，１年半にわたるモニター試験運用を実施

した．（ www.8405.jp ） 

本システムは，従来の道路交通情報の配信が運転中の

ドライバーを対象とすることに対して，運転前のドライ

バーに対する情報提供であることと，ドライバーの道路

利用特性に応じて，選択的に情報を配信できるサービス

であるという特徴を有している． 

本論文では，このモニター試験を通して得られた現時

点での知見をまとめ，今後の都市高速道路における道路

交通情報配信の在り方と方向性について考察を行う． 
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２．既存の道路交通情報の構成 

 

自動車を使って移動するにあたって，ドライバーが接

する道路に関する情報とその取得手段として一般的と思

われるものを表－１に整理した． 

交通行動の開始，あるいは経路選択などの意思決定を

行うためには多くの情報が必要であるが，中でも経路と

渋滞および事故に関する情報は，安全にスケジュール通

りに目的地に移動できるかどうかを判断するために，基

本的かつ重要な情報である． 

 

表－１ 道路交通情報の取得タイミング 

 
 

これらの情報提供を行う媒体としては現在，カーナ

ビ・VICSがある．カーナビはこれからの自動車利用の情

報媒体として，ますます重要性を増すであろうし，普及

率も高まりつつある．カーナビをコアとする情報システ

ムは，新たなITSインフラとして，自動車が情報を得る

だけでなく，自動車からも情報発信を行うような双方向

の自動車情報端末としての研究開発が進められている． 

しかし，カーナビもドライバーは乗車後，車内でしか，

情報の取得ができない．携帯電話による情報サービスは，

場所や時間の制約なく情報取得ができるという点で，交

通情報媒体として優れた特性を有している． 



３．携帯電話による情報配信サービスの目的 

 

近年の携帯電話の普及は著しく，我が国の携帯電話の

合計登録台数は１億台を突破した．社会人のほぼ全員が

携帯電話を保有している状況にあり，携帯電話による道

路交通情報サービスの充実は道路事業者にとって重要な

課題となっている． 

 

表－２ 携帯電話の普及状況（平成２０年３月） 

システム グループ 累計 

NTT DoCoMo グループ 9,438,300

ツーカー 234,100PDC 

ソフトバンク 4,579,300

cdmaOne ａｕ 416,500

NTT DoCoMo グループ 43,949,300

ソフトバンク 14,006,900W-CDMA 

EMOBILE 411,500

CDMA2000 1x ａｕ 29,688,600

携帯電話総計 102,724,500

 

しかしながら交通安全の見地から，運転中の携帯電話

の利用は道路交通法により禁じられているため，携帯電

話によるWebサイト閲覧による情報提供サービスは交通

情報サービスとして十分ではない． 

また一方，都市高速道路の利用においては，業務利用

や通勤・通学での利用率が高いことから，毎日定時に高

速道路を利用するパターンが多い． 

そこで，本サービスでは携帯Webと携帯メールを組み

合わせたプッシュ型の情報配信サービスを構築すること

とした． 

 

４．システムの概要 

 

（１）基本コンセプト 

統計によれば，都市高速道路は高頻度の利用者が多く，

阪神高速道路では全通行台数の７０％以上が週３回以上

利用する車両で占められている．中でも通勤や運送・事

業活動などの業務利用が多く，これらの利用目的では経

路がある程度固定されているという特性がある． 

つまりは道路交通情報が必要になる時刻や対象となる

経路がある程度固定されているため，道路交通情報検索

の条件設定がいくつかの選択肢に絞られることになる．

このため，利用者ごとに経路選択におけるデフォルト値

を設定しておけば，毎回検索条件設定のオペレーション

を行わずに利用者が必要な情報を取得できる． 

そのため，プッシュ型情報配信サービスとしても汎用

性のある電子メールによる情報配信と携帯電話Webを組

み合わせた情報配信サービスを構築することとした． 

その際，携帯電話の特性に配慮して次の４つの主な仕

様を設定した． 

① 指定時刻に道路交通情報がメール配信される 

② 指定区間に関する情報のみ配信される 

③ 所要時間，渋滞などの最新情報が配信される 

④ 携帯電話から容易に登録および変更が可能 

また携帯電話だけでなく，PC からの利用も可能とし

ている． 

 

（２）配信情報 

交通情報の提供については，平成１４年度に警察庁と

国土交通省より，「道路交通情報の提供の在り方に関す

る基本的考え方」（以下，「方針」）が提示され，この

中で，「安全かつ円滑，快適な道路交通を実現するため

に，民間の道路交通情報提供事業の健全な発展と，この

ために両省庁が連携して民間事業発展の環境整備に努め

ることが重要である」と示されている． 

この考え方に従い今回の情報配信サービスでは，日本

道路交通情報センター（JARTIC）が一般に提供している

道路交通情報を可視化するとともに，利用者ごとの必要

情報を抽出・編集して配信するという方法を採った． 

すなわち，JARTICから配信される情報は阪神高速から

送出された交通情報であるが，すべてJARTIC経由の情報

の二次配信という方式を採っている．これは，前述の方

針により道路事業者は民業としての交通情報配信事業を

発展させるという観点から，自ら管理する道路上の情報

掲示板を用いる等の一部の手段を除き，道路事業者が直

接，自己の保有する交通情報を配信することは望ましく

ないとされてきたための措置である． 

なお平成２０年度から，阪神高速道路の独自情報とし

て主要な工事予定情報の配信を行うが，これは交通情報

にはあたらないため道路事業者が直接情報配信を行うこ

とができるものである． 

 

（３）システム概要 

システム概要は図－１に示すとおりであり，JARTIC

（Jシステム）の情報を一時配信事業者であるウェザー

ニューズ社を経由して，（財）阪神高速道路管理技術セ

ンターが受信し，二次配信を行っている． 

本システムは以下のブロックより構成されている． 

・交通情報配信システム(Mail) 

・交通情報検索システム(Web) 

・パーソナライズ設定システム(Web+Mail) 

・パーソナライズデータ管理システム(RDB) 

・道路の基礎データ管理システム(RDB) 

・交通情報データ管理システム(RDB) 



 
図－１ 情報配信システムの構成 

 

（４）配信情報の事例 

道路交通情報は，携帯Webから検索することも可能で

あるが，図－２左のような画面からマイルート登録（利

用者ごとのルートと時間帯の設定）を行っておくと，図

－２右のような道路交通情報が指定された曜日・時間に

メール配信される． 

図－２ 携帯電話による情報配信例 

 

このメールは携帯電話で読むことを想定して，できる

限り短いテキストで送信されるが，一部の配信情報には

HTML タグにより，詳細を説明するためのWebページにリ

ンクを張ってある． 

さらに，＜時刻,経路＞の組み合わせは５件まで設定

できるため，往復の経路と往復それぞれの代替経路が設

定できる．また任意のタイミングで，空メールを“get@

8405.jp”宛に送ることで，登録された経路の最新の道

路交通情報をいつでもメールで得ることができる．必要

最小限の操作で利用でき，利用者にとって通信コストも

低いメールのインタフェースは道路交通情報の提供には

適当な手段である． 

さらに，ネットワーク全体の渋滞・ランプ閉鎖・通行

止等の情報を示すために、図－３のような携帯電話の解

像度に適合させた渋滞地図のWeb配信も同時に行ってい

る． 

 

 
 

 

（ ×は事故，黄色の線は混雑，赤色の線は渋滞を示す） 

図－３ 渋滞地図（Webによる配信） 

 

５．モニター試験の概要と結果 

 

モニター試験は平成１８年度に開始し，現在まで約１

年半が経過した．この間に本システムに登録をした会員

数は約４，５００人となり，その属性は図－５のとおり

である． 

 

 

図－４ 登録者数の推移 

 

 

   ＜携帯キャリア構成＞       ＜年齢構成＞ 

図－５ 利用者の属性 

 

利用者属性の内訳は，携帯電話キャリア別では半数以

上がNTT DoCoMoとなっている．また年齢別では３０歳

代・４０歳代が利用者の三分の二以上を占めている． 

 

 

 

Testuser 様 
有馬口→第二阪奈 
2007-04-04 06:20:00 現在 
●現在の最短ルート 
乗継3回 
http://www.8405.jp/route/7
44762.htm 
 
所:  現在 44 分 
要:10分前 44 分 
時:20分前 43 分 
間:30分前 44 分 
 
路線状況 
７号北神戸線西行伊川谷か

ら西宮山口ＪＣＴにて路面

凍結 
１６号大阪港線上り阿波座

付近を先頭に1km渋滞 
 
阪神高速はしれGO! 
http://www.8405.jp/ 
 

 



６．携帯情報配信による交通行動の制御 

 

（１）道路交通情報配信における官民の役割 

道路交通情報の配信サービスは複数の民間事業者が実

施している．これらはすべて，JARTIC情報の二次配信を

行う方法を採っており，ドライバーの利便性向上を目的

として，会費収入あるいは広告収入を基盤とする営利事

業として展開されているものが多い． 

一方道路事業者においては，公共セクターとしての位

置づけの下で，運転者に的確な情報を配信し，道路渋滞

の回避や工事・事故・災害時に適切なルート情報を配信

し効率的な道路運用を行う必要がある． 

本サービスは，（財）阪神高速道路管理技術センター

が阪神高速道路（株）との連携により実施する事業であ

るが，今後は広告事業等によるサービス継続の確保とと

もに，高速道路の機能を最大限に発揮させるという公共

公益的な観点から，本事業を活用した渋滞対策や円滑な

迂回誘導等への活用について研究を進めていきたい． 

 

（２）本システムの特性 

今回開発した道路交通情報の配信システムの最大の特

徴は，道路事業者（阪神高速）が，利用者個々の高速道

路利用特性を情報として保有し，登録された利用者の道

路利用特性に応じて，交通情報・道路管理情報をダイレ

クトに配信する仕組みを完成させたことにある． 

これまでの道路事業者による交通情報配信は，道路設

備としての情報表示板や路側ラジオなどの媒体によるも

のであるが，これらはいずれも， 

① 自動車に乗車してからでないと情報取得が困難 

② ブロードキャスティング型の情報提供 

という特性の枠内にあるものである． 

これに対して今回のシステムは，利用者個々の利用特

性を個人ごとにデータベース化し，その個人属性に応じ

た情報配信をしている． 

本システムで保有する個人の利用特性は，①常用する

オン・オフランプ，②その間の走行ルートや乗換えラン

プ，③利用の時間帯・曜日種別，の３つであり，これら

情報を活用した個人ごとの情報配信が可能である． 

 

（３）交通行動の制御への応用 

ブロードキャスティング型の交通情報配信と異なり，

個人の道路利用特性情報を活用して，ドライバー一人一

人に対して，個別に迂回ルート情報を配信することがで

きれば，ブロードキャスティング型では実現できない，

効果的・効率的な交通行動制御が実現する． 

例えば図－６において，A,B,C,Dはランプを，i,j,k,l

はODの発着地を表す．t[i,j]，t[k,l] はそれぞれを発

着地とするトリップを示すものとする．t[k,l]には迂回

路はなく，t[i,j]には迂回路が存在する． 

 

図－６ 工事情報の選択的配信 

 

今，ランプB‐C間で工事により車線規制が発生し，渋

滞の発生が予想されている場合，ブロードキャスティン

グ型の交通情報配信であれば，同じ工事渋滞情報をすべ

てのドライバーに配信することしかできないが，本シス

テムを利用すれば，迂回路が存在するt[i,j]にのみ，迂

回を促す情報や迂回路となる道路の所要時間情報を配信

することができる．t[k,l]のドライバーは，工事の規模

や実施時間帯によっては，乗車前における判断で最初か

ら自動車を使わない（他の交通機関へ転換する）といっ

た選択を行うことも可能となろう． 

 

７．今後の課題 

 

本サービスは既に１年半の試行期間の中で，約４，５

００人の登録会員を得ており，既に阪神高速道路の道路

交通情報サービスとして定着しつつある． 

本論文では，携帯情報配信システムが自動車乗車前に

情報の配信が可能で，個人の道路利用特性を用いてドラ

イバーに選択的に情報を配信することで，合理的・効率

的に交通行動の制御ができることを述べた． 

しかし最大の特徴である利用者ごとの道路利用特性の

データベース化は，利用者による事前の自己登録方式に

頼っている．このデータの取得には，現在普及が急速に

進んでいる ETCの利用履歴の活用が有効である．今後は

ETC利用履歴を活用してドライバーの利用特性を分析し，

より適切な情報配信を行うことにより，効率的な道路利

用を実現する情報インフラとして，サービスの高度化を

進めていきたい． 
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